
 

【調査結果の概要】 
 

１ 概 況 

 

 

平成２５年の概況は次のとおりである。 

 

◎ 事業所数は、６１８４事業所で、前年に比べ２１７事業所（前年比△3.4％）減少した。 

 

◎ 従業者数は、１９万７３３人で、前年に比べ１４２８人（同△0.7％）減少した。 

 

◎ 製造品出荷額等は、４兆７９７４億円で、前年に比べ２１０７億円（同△4.2％）減少し

た。 

 

◎ 付加価値額は、１兆７１７３億円で、前年に比べ８５３億円（同△4.7％）減少した。 

 

※ 従業者４人以上の製造事業所について、集計・分析を行ったものである。 

 



 

２ 事業所数（従業者４人以上） 

 

 

① 事業所数は６１８４事業所で、前年に比べ２１７事業所（前年比△3.4％）減少している。

（表－１） 

 

② 産業別にみると、増加したのは、業務用機械械器具製造業（前年比 7.5％）など３産業であ

る。一方、減少したのは、繊維工業（同△6.6％）、生産用機械器具製造業（同△4.3％）、窯

業・土石製品製造業（同△2.9％）など２０産業である。（表－２） 

 

③ 従業者規模別にみると、４～９人事業所で大きく減少している。（表－３） 

 

④ 圏域別にみると、すべての圏域で減少しており、岐阜圏域（前年比△4.1％）、中濃圏域

（同△3.1％）、西濃圏域（同△3.7％）、東濃圏域（同△2.6％）、飛騨圏域(同△2.6％)であ

った。（表－４） 

 

⑤ 産業別に構成をみると、窯業・土石製品製造業が８０８事業所（構成比 13.1％）と最も多く、

次いで金属製品製造業が７６８事業所（同 12.4％）、繊維工業が６１３事業所（同 9.9％）と

なっている。（表－２） 

 

 

 

図－１ 事業所数の構成（従業者４人以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３ 従業者数（従業者４人以上） 
 

 

① 従業者数は１９万７３３人で、前年に比べ１４２８人（前年比△0.7％）減少している。

（表－１）  

 

② 産業別にみると、増加したのは、輸送機械器具製造業（前年比 2.9％）、業務用機械器具製

造業（同 37.0％）、生産用機械器具製造業（同 3.4％）など１１産業である。一方、減少した

のは、電子部品・デバイス・電子回路製造業（同△25.5％）、情報通信機械器具製造業（同△

54.1％）、電気機械器具製造業（同△5.1％）など１３産業である。（表－２) 

 

③ 従業者規模別にみると、３００～４９９人事業所で大きく減少している。（表－３） 

 

④ 圏域別にみると、増加したのは、東濃圏域（前年比 1.7％）、飛騨圏域（同 0.8％）であっ

た。一方、減少したのは、西濃圏域（同△3.4％）、中濃圏域（同△0.7％）岐阜圏域（同△ 

0.4％）であった。（表－４） 

 

⑤ 産業別に構成をみると、輸送用機械器具製造業が２万７７４８人（構成比 14.5％）と最も多

く、次いで金属製品製造業が１万８８４７人（同 9.9％）、窯業・土石製品製造業が１万７９

０３人（同 9.4％）となっている。（表－２） 

 

 

 

 

図－２ 従業者数の構成（従業者４人以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 製造品出荷額等（従業者４人以上） 
 

 

① 製造品出荷額等は４兆７９７４億円で、前年に比べ２１０７億円（前年比△4.2％）減少

している。（表－１） 

 

② 産業別にみると、増加したのは、化学工業（前年比 3.2％）、食料品製造業（同 2.6％）、

木材・木製品製造業（同 13.7％）など１１産業である。一方、減少したのは、情報通信機械器

具製造業（同△87.6％）、電子部品・デバイス・電子回路製造業（同△26.5％）、輸送用機械

器具製造業（同△4.5％）など１３産業である。（表－２) 

 

③ 圏域別にみると、増加したのは、飛騨圏域（前年比 1.2％）であった。一方減少したのは、

中濃圏域（同△6.4％）、西濃圏域（同△7.4％）、岐阜圏域（同△2.0％）、東濃圏域（同△

 0.4％）であった。（表－４） 

 

④ 産業別に構成をみると、輸送用機械器具製造業が８０１６億円（構成比 16.7％）と最も多く、

次いでプラスチック製品製造業が４２６５億円（同 8.9％）、金属製品製造業が４１１６億円

（同 8.6％）となっている。（表－２） 

 

 

 

 

 

図－３ 製造品出荷額等の構成（従業者４人以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５ 付加価値額（従業者４人以上） 

 

 

① 付加価値額（粗付加価値額での集計を含む）は１兆７１７３億円で、前年に比べ８５３億

円（前年比△4.7％）減少している。（表－１） 

 

② 産業別にみると、増加したのは、プラスチック製品製造業（前年比 3.1％）、化学工業（同

2.5％）、非鉄金属製品製造業（同 14.7％）など８産業である。一方、減少したのは、輸送用

機械器具製造業（同△14.0％）、電子部品・デバイス・電子回路製造業（同△22.5％）、電気

機械器具製造業（△9.2％）など１６産業である。（表－２） 

 

③ 圏域別にみると、増加したのは、飛騨圏域（前年比 1.4％）、中濃圏域（同 0.2％）であっ

た。一方、減少したのは、西濃圏域（同△9.8％）、岐阜圏域（同△7.4％）、東濃圏域（同△

2.0％）であった。（表－４） 

 

④ 産業別に構成をみると、輸送用機械器具製造業が２２６８億円（構成比 13.2％）と最も多く、

次いで金属製品製造業が１７２５億円（同 10.0％）、化学工業が１６８９億円（同 9.8％)と

なっている。（表－２） 

 

 

 

 

 

図－４ 付加価値額の構成（従業者４人以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
６ 圏域別にみた産業別製造品出荷額等（従業者４人以上) 
 
 
【岐阜圏域】 

製造品出荷額等は１兆２６０９億円で、前年に比べ２５１億円（前年比△2.0％）減少してい

る｡ 

産業別に構成をみると、輸送用機械器具製造業が３６８６億円（構成比 29.2％）と最も多く、

次いで化学工業が１３７８億円（同 10.9％）、食料品製造業が９６７億円（同 7.7％）などとな

っている。 
  

【西濃圏域】 

製造品出荷額等は１兆１５０５億円で、前年に比べ９１９億円（前年比△7.4％）減少してい

る。 

産業別に構成をみると、プラスチック製品製造業が１７３６億円（同 15.1％）と最も多く、次

いで電子部品・デバイス・電子回路製造業が１２９０億円（構成比 11.2％）、窯業・土石製品製

造業が１１５１億円（同 10.0％）などとなっている。 
 

【中濃圏域】 

製造品出荷額等は１兆３６７７億円で、前年に比べ９３８億円（前年比△6.4％）減少してい

る 。 

産業別に構成をみると、輸送用機械器具製造業が２３６２億円（構成比 17.3％）と最も多く、

次いで生産用機械器具製造業が１９８２億円（同 14.5％）、金属製品製造業が１７７４億円（同

13.0％）などとなっている。 
 

【東濃圏域】 

製造品出荷額等は７４４５億円で、前年に比べ３１億円（前年比△0.4％）減少している。 

産業別に構成をみると、窯業・土石製品製造業が１４０８億円（同 18.9％)と最も多く、次い

で電気機械器具製造業が１３３４億円（構成比 17.9％）、輸送用機械器具製造業が７６２億円

（同 10.2％)などとなっている。 
 

【飛騨圏域】 

製造品出荷額等は２７３８億円で、前年に比べ３１億円（前年比 1.2％）増加している。 

産業別に構成をみると、化学工業が７５６億円（構成比 27.6％）と最も多く、次いで非鉄金属

製造業が３３６億円（同 12.3％）、家具・装備品製造業が３３２億円（同 12.1％）などとなっ

ている。 

 



 

図－５ 製造品出荷額等の圏域別産業中分類別構成（従業者４人以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


